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写真家田中克佳の
「表紙のひとこと」
ブラジルには多彩な美人が多い。陽気
にして情感的で、ちょっと複雑なブラ
ジルの女性たち…。実に魅力的だ。
（65年生まれ、早稲田大卒、博報堂入社。
93年に退社後渡米し、独立。ニューヨー
ク在住。www.katsutanaka.com）

　ポルトアレグレとは『愉快な港』が日本語訳で
あるが、本当に愉快な港だろうか？住めば都で既
に 47 年、半世紀近く住んでいると色々あったが、
やはり街の名前通り愉快な港と実感できる今日
この頃だ。
　ポルトア
レ グ レ は、
正 式 に は
1772 年 ３
月 26 日 に
アゾーレス諸島から遣って来たポルトガル人達
が拓いた街とされており、最初はポルト・ドス・
カザイスと呼ばれた。従い、まだ 240 年ちょっ
との歴史しかないが 2010 年のセンサスでは人
口が 151 万人 (1,509,939 人 ) となっており近
郊を含めた大ポルトアレグレメトロポリタン圏
では、405 万人 (4,057,600 人）を数える大都
市となっている。
　特筆すべきは、日本との繋がりで、ブラジルで
4 番目に古い日本との姉妹都市提携を 1967 年
に金沢市と結んでおり、2015 年 11 月 15 日に
北陸新幹線開通を記念した第 1 回金沢マラソン
にポルトアレグレのフォルツナッテ市長が金沢
を訪問することになっている。一方来年の 2016
年には、兼六園にあることじ灯篭のレプリカを金
沢市からポルトアレグレ市民に親睦のシンボル
として贈呈することになっており、現在制作中で
贈呈式には金沢市長が来られることになってい
る。
　1950 年のブラジルで初めて開催されたワール
ドカップがポルトアレグレのインテルナシオナ
ルのエウカリプトスタジアムで開催され、2014
年のワールドカップでもインテルナシオナルの
ベイラリオスタジアムで 5 試合が行われた。サッ
カー好きの筆者は、この昨年のベイラリオでの全
5 試合を観戦する機会に恵まれ、とてもアレグレ
な気分を味わった。ブラジル選抜
軍を除いてドイツ、オランダ、ア
ルゼンチン、フランス、韓国等の
試合を観戦できた。6 月 15 日の
フランス戦から 6 月 30 日のドイ
ツ戦まで歴史に残る熱狂の 16 日
間に 35 万人の訪問者があった由
だ。
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40年超の歴史を持つ経済界の政策対話

　ブラジルの政治・経済が混迷を深める中、去る 8 月 31 日
､ 9 月 1 日の両日、ブラジル南部のポルトアレグレ市で両国
経済界より総勢約 300 名の参加を得て日本経団連とブラジ
ル工業連盟（CNI）による第 18 回日本ブラジル経済合同委
員会が開催され、私は同委員会企画部会長としてこれに参加
した。この委員会は 1973 年に第１回会合が開催されて以来
40 年を超える長い歴史を持つ日伯両国経済界の政策対話の場
であるが、2011 年の第 15 回会合以降、より緊密な交流を
目指して年次ベースの会合となり、場所を交互に移して開催
されている。

「５月賢人会議」の提言をフォローアップ

　昨年 8 月の安倍総理のブラジル公式訪問時、両国首脳によ
り「戦略的グローバル・パートナー」であることを確認され
る中、両国経済界代表が懇談会を行い貿易投資の活性化やビ
ジネス環境整備の推進等につき意見交換した。更に、本年５月、
リオで開催された「日伯戦略的経済パートナーシップ賢人会
議」においては、経済合同委員会との一層の連携強化を図る
ことで合意するとともに、（１）日本ブラジル二国間 EPA､（２）
天然資源 ･ 再生可能エネルギー､（３）ビジネス環境整備と投
資誘致､（４）インフラ整備等、両国経済関係の活性化に資す
る優先分野につき提言がなされた。今回の合同委員会ではこ
れをフォローアップする形で分科会方式で活発な討議が行わ
れた。

分科会方式で優先分野を討議

（１）日本ブラジル二国間 EPA
① TPP 交渉が大詰めを迎え､ 南米最大の経済国であるブラ
ジルをこのような流れの中に包摂していこうとの観点から､
この 1 年をかけて経団連と CNI の間で行った ｢日本ブラジル
経済連携協定に関する共同研究｣ の報告書を発表した｡
②関税の引下げのみならず､ 投資 ･ サービスの自由化､ 知的
財産権保護､ ビジネス環境整備等を含む､ 包括的な二国間
EPA の実現可能性を追求すべきであるという点で両国経済界
の意見が一致した。 
③共同研究報告書が､｢報告書のための報告書｣に終わることが
ないよう､ 本年12月初旬予定されるジルマ・ルセフ大統領の

来日に向けて両国政府への働きかけを行うことを確認した｡
（２）天然資源 ･ 再生可能エネルギー 
資源安全保障の観点から､ 日本にとって今後もブラジルが資
源調達先として重要であることが再確認された ( 特に鉄鉱石
について )。国際協力銀行 (JBIC) より､ 天然資源開発と CO2
削減の両立ならびに再生可能エネルギーに関する公的投融資
への取組み方針が紹介され､ 地球環境保全や持続可能な開発
という視点を踏まえた日本側からの支援表明がなされた｡

（３）ビジネス環境整備と投資誘致 
ブラジル側より､ IT 産業など､ 今後有望な投資分野を紹介。 
日本側より､ ブラジルの産業競争力強化に向けた課題が披露
され､ こうした課題克服に向けた現地日本商工会議所による
政策提言活動 ( 中小企業支援､ 人材育成､ 輸出加工区の設置､
インフラ整備､ 電力安定供給の 5 つの重点分野 ) の進捗を報
告した｡

（４）インフラ整備
①ブラジルでは､ 大都市における旅客輸送インフラの整備が
重要な課題であり、これに事業として取り組むことを目的と
した両国民間企業による J/V の設立が具体的成果として報告
されるとともに、日本が官民連携で設立した「海外交通・都
市開発事業支援機構（JOIN）」の投融資を活用した PPP 案
件の推進の可能性につき紹介、ブラジル経済界の理解と関心
を得た。
②ブラジルは世界有数の耕作可能面積を有するものの､トラッ
クでの長距離輸送が農作物の主な輸送手段であり､ 米国と比
べて物流コストが平均 2 倍となる。この農業関連物流インフ
ラの整備について､ ブラジル側より､ 本年 6 月に発表された
｢ロジスティクス・インフラ投資計画｣ の概要が説明される一
方､ 日本側からは「北部穀物輸送インフラ」開発における両
国協業の可能性に関する JICA の調査結果が発表され、今後
具体的なコンセッション案件の選定とその実現に繋げていく
ことで合意した。

今後の対応

　ジルマ・ルセフ大統領の訪日の際に､ 今回の経済合同委員
会での議論を踏まえ､ 日伯 EPA の実現､ インフラ案件の推
進等に関する経済界の要望を伝えることで合意｡ 2016 年中
に､ 東京で次回経済合同委員会を開催することにした｡

大前孝雄（日本ブラジル中央協会会長、三井物産特任顧問）

「第18回日伯経済合同委員会」
に参加して

ブラジル・ナウ

（11 ページに「二国間ＥＰＡ」の提言内容を掲載しています）
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ブラジルのホステス（？）さん

●特集● 美の大国ブラジル

7

ムラッタの母さん

　ブラジルへはじめて行ったのは、1993年の11月であっ
た。そのおり、私はリオデジャネイロの海岸で、おさ
ない娘の手をひく若い母を見かけている。
　肌が茶褐色にかがやく、彼地でムラッタとよばれる
女性である。目鼻立ちがととのっており、歩く姿もかっ
こよく、私はすこし魅せられた。同じ道の反対側を同
じ方向へ歩きながら、時おり横目でながめてしまった
次第である。
　といっても、私が彼女にひきつけられたのは、外見
のせいだけではない。若い母は、娘を見おろしながら、
歌を口ずさんでいた。はじめは、その歌声で二人に関
心が向き出しだしたのである。いい女だなといったよ
うな助平心から、視線をおくるようになったわけでは
ない。
　さらに、彼女の口からは、おどろくべき歌もながれ
だしていた。
　〽さくら、さくら、やよいの．．．．．
　そう、日本人にはおなじみの曲、「桜」を、彼女はうたっ
ていたのである。私でなくても、たいていの日本人なら、
興味をそそられるのではなかろうか。
　「上をむいて歩こう」なら、リオにもとどいている。
サンバ・ショーのハウスでは、日本人客むきの定番曲
になっている。しかし、「桜」が当地でしたしまれてい
るというような話は、聞いたことがない。あとでしら
べもしたのだが、「桜」じたいはほとんど知られていな
かった。
　日系人から、おそわったのだろうか。しかし、サン
パウロとちがい、リオに日系人はそれほどいない。
　ただ、1980年代後半のバブル期には、日本企業がた
くさん進出していた。日本人の商社マンも、この街に
はむらがっている。そのころには、彼らを相手にする

ホステスクラブも、できていた。90年代の初頭までは、
日本人をもてなすリオのお姐さんも、少なからずいた
時期である。
　私が海岸で見かけたお母さんも、そんなホステスの
ひとりだったのだろうか。なじんだ客の日人から、日
本の歌、「桜」をおしえられた。彼を愛してしまったお
姐さんも、この曲をおぼえてしまう。そんな女性に、
私はでくわしていたのかもしれない。
　バブル崩壊後、リオにきていたビジネス戦士の多く
は、日本へひきあげた。リオにもうけた支店や出張所は、
たいていたたまれている。日本人が客となったホステ
スクラブも、おおむね閉店においこまれた。
　おそらく、「桜」をうたう彼女のなじみ客も、リオを
はなれたのだろう。だが、愛した男の面影を、彼女は「桜」
でしばしば振りかえる。あの人はどうしているのかし
ら．．．．．．。
　「桜」をうたって聴かされた小さな女の子も、彼との
あいだにできた子だった。そう言えば、娘の顔立ちには、
どこかオリエンタルな気配がある。ムラッタの子にし
ては、肌の色がややあわい。
　アンドレアちゃん、ようくお聴き。今から、パパの
好きだった曲を、うたってあげるから．．．．．．。
　ほとんど、私の妄想である。おっさんのメルヘンだと、
笑いとばしていただければ、それでいい。まあ、海岸
で「桜」を口ずさむムラッタの母にでくわしたのは、
たしかだが。

日本文化に気づかされ

　お母さんへの詮索は、ほどほどにしておこう。彼女が、
ホステスであったかどうかも、このさいおいておく。
　ただ、この想像がまがりなりにも成り立つのは、バ
ブルの時期だけである。1980年代後半から90年代初頭

にかけてなら、ブラジルにもホステスはいた。日本人
商社マンがつめかけたこのころは、ホステスクラブも
できている。だが、それ以外の時期に、男たちをお姐
さんらがもてなす接待営業は、ありえない。
　じじつ、日本のビジネスマンが街からしりぞいたあ
とは、こういう営業が消え出した。21世紀には、もう
ほとんど残っていなかったと思う。けっきょく、ホス
テスクラブは、日本のおっさんがもたらしたなりわい
だと言うしかない。ブラジルの男たちは、こういう接
待を喜ばなかったのである。
　日本通の男たち、ブラジル人たちに、私はよくたず
ねられた。日本人は、銀座や北新地のホステスクラブを、
どうしておもしろいと思えるのか。高い金をはらって、
酒をついでもらう。それのなにが楽しいんだ、と。
　オフィスではゆるされない助平な会話を、お姐さん
たちとかわすことができる。場のいきおいによっては、
膝や腿へさわれるチャンスも、なくはない。腿膝三年
尻八年という格言（？）も、あの世界にはある。それで、
通いつめる男はいるんじゃないかと、とりあえず私は
こたえる。
　だが、それがブラジルのおっさんたちには、のみこ
めない。さわるだけだろう。そのあとに、セックスが
必ずまっているわけじゃない。あんなの、フラストレー
ションがたまるだけじゃないか。そう何人もの男に、
私はいぶかしがられた。
　けっきょく、「おさわり」の味わいが、彼らにはわか
らないのだなと、私は判断する。日本とくらべれば、
男たちの性感がストレートでありすぎるのだと、うけ
とめた。逆に言えば、日本人のそれにはデリケートな
ところがあるのだ、と。
　2004年に、やはりリオで二か月半ほどくらした時の
ことであった。私は、日本滞在歴のあるブラジルの男
から、痴漢のことを問いただされている。
　「日本には、電車のなかで女の尻をさわったりする男
がいるだろう。痴漢をいさめるポスターをよく見かけ
たよ。あれが、自分にはわからない。リオの地下鉄じゃ
あ、あんなことをする男は、まあいないよ。どうして、
日本の男は、痴漢行為にはしりやすいんだ」
　私に痴漢の体験はない。ただ、さわりたいと思った
ことは、はずかしい告白だがある。目の前にかっこい

いお尻があれば、心のなかで手をのばすことも、ない
ではない。で、あなたたちにそういう想いのよぎるこ
とはないのかと、逆に私はたずねている。
　くだんの男は、そんな私の質問に、こう答えた。お
どろくべき回答であり、私は今でも忘れられずにいる。
　「自分にも、地下鉄でいい女を見かけて、胸のさわぐ
ことはよくある。でも、あんなところではセックスに
まで、もちこめない。だから、はじめからあきらめる。
不思議なのは、お前たち日本人だ。尻をさわるだけ、
前戯だけで、どうして満足することができるのか。そ
んな中途半端なふるまいが、理解しきれない。欲求不
満が高まるだけじゃあないか」
　これまたストレートと言うしかない応答である。さ
わるだけ、ふれるだけではとうてい満足しきれない。
こういう民族性もあって、ブラジルには電車の痴漢な
どいないというのである。
　さわるだけのホステスクラブを、ブラジルの男たち
は、つまらないという。さわることでよろこびを感
じる日本の痴漢が、信じられないと言った男もいた。
ひょっとしたら、そこには隠微な日本文化が横たわっ
ているのかもしれない。
　「おさわり」という言葉のことも、あらためて考えな
おす価値はある。この言葉は、接触をしめす名詞に、「お」
という接頭語をそえている。接触＝「さわり」をたて
まつり、ことほぐつくりになっているのである。
　日本人同志の挨拶に、ブラジル人のようなハグはな
い。握手さえためらう傾向がある。身体のふれあいを
厭うこの習慣は、「おさわり」に価値を見い出す文化と
通じ合う。われわれは、「おさわり」の値打ちをたもつ
ために、身体接触をさけているのではないか。電車の
痴漢とホステスクラブは、どちらも日本文化のたまも
のであり、たがいに通底する。私は、ブラジルの男た
ちから、そうおしえられた。

（編集部注：『つくられた桂離宮神話』（1986年、サントリー学芸賞）、
『美人論』（1991年）、『美人研究－女にとって容貌とは何か』（1991
年）、『南蛮幻想』（1999年、芸術選奨文部大臣賞）、『伊勢神宮』（2009
年）などの著作によって建築史や風俗論の研究者として知られる
井上教授は、リオデジャネイロ州立大学での集中講義（2004年）
を含め計5回ブラジルを訪問している。ユニークなブラジル論『ハ
ゲとビキニとサンバの国』（新潮新書）の著者らしい（？）、日本
ブラジル比較身体文化論を寄稿していただいた。）

井上章一
（国際日本文化研究セ
ンター教授・副所長）
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美容サロンが
女性も男性も急拡大

ブラジルは風味も香りも
多種多様

化粧品消費の世界ランク上位に

　ブラジルの女性は美に関してお金を惜しまないといわれ

ている。そのことを客観的に表しているのは、世界の化粧

品市場におけるブラジルのランキングであろう。

　例えば、化粧品市場における消費世界ランクトップ３の

国はアメリカ、日本、ブラジルである。また、2013 年に

成長したトップ３はアメリカ、ブラジル、中国となってお

り、2025 年のトップ５にもブラジルが入ると予想されて

いるように、どのデータをみてもブラジルが上位に入って

いるのである。

　また、美容室の数においても、年々増えており、現在

35 万軒といわれている。この数字は、世界３位にあたる

のだが、実際、そこかしこに美容室があるような印象を受

ける。また、美容室の雇用創出は、スタイリストや受付も

あわせて 170 万人であるといわれている。このようにデー

タから見てもブラジルは美の大国といえるだろう。

　今回は、そのようなブラジルの美に関して、特に美容室

に関連する内容を紹介する。

トータルビューティーが当たり前

　さて、ブラジルにおける美容室の特徴のひとつに、トー

タルビューティー化が進んでいるということがあげられ

る。日本でも、フェイシャルエステやネイルなどを取り入

れている美容室が増えてきているが、ブラジルでは、以

前から都市部の多くの美容室でエステやネイルのサービ

スを併設している。ポルトガル語で美容室は、「Salão de 

Beleza」と呼ばれているように「美のサロン」であって「ヘ

アサロン」ではないのであるから、トータルビューティー

化が進んでいるというよりも、それが当たり前と言った方

がいいのかもしれない。

美容室に来る人は、髪を

切ったり、アレンジをす

るだけでなく、眉を整え

たり、肌のクレンジング

やトリートメント、ネイルやペディキュア（足の爪にカラー

をいれる）のサービスを受ける。ほとんどの美容室は、そ

のような人で金曜日や週末はいっぱいになっており、さら

に一部の高級サロンでは、平日もいっぱいになっている。

毎週のように美容室に通ってサービスを受けている人が多

いようである。

外食よりも美に消費する女性たち
　いくら平均的な美容室で受けるカットやエステ、ネイル

の価格が日本と比べて安いとはいえ、毎週のように通う人

がいるということを聞いて、驚く方もいるかもしれないが、

ブラジルの女性は、例え不況になっても、外食費などは節

約しても美に関する費用は、そう簡単には節約しないのであ

る。とにかくブラジルの女性は美に関してお金をよく使う。

　また、最近の美容室のトレンドとしては、内装に関して

いえば、高級サロンにおいては、どちらかと言えば落ち着

いた雰囲気でゆったりとしたくつろぎの時間を楽しめるよ

うなサロンが増えてきており、サロン全体の色、家具、調

度品に関しても落ち着いた、またシンプルな色、デザイン

が好まれている。

メンズサロンも急拡大、おもてなしも
　さらに、世界的にみてもダンディなメンズサロンが増え

てきているが、ブラジルにおいてもサンパウロやリオデ

ジャネイロなどの都市部で、ダンディなメンズサロンが急

激に増えてきている。場所によってはカスタムバイクの

ショップ、タトゥサロン、バーなどと併設された「大人の

男の社交場」という機能を持ったメンズサロンが多く出現

している。

　また、サンパウロでは、日系人のサロンオーナー、スタ

イリストが多く存在する。そういったサロンにおいて「お

もてなし」を追求しようとする、また、日本以上に日本の

良さにこだわるサロンもある。例えば日本発祥のヘッドス

パを取り入れるなど日本人が快適にサービスを受けること

が出来る美容室が存在しているので、ぜひご利用を。

粟島　裕
（南米タカラベルモント）

樫村覚人
（高砂香料ブラジル）

●特集● 美の大国ブラジル ●特集● 美の大国ブラジル

ガラナの嗜好性にも地域差

　日本ですら地域によって風味の嗜好性が異なることから、
20 倍以上の国土を有するブラジルのそれが大きく異なること
は必然と言えよう。具体例として、まずはブラジル人が大好
きな炭酸飲料について触れたい。中でも圧倒的な人気を誇る
のがコーラで、炭酸飲料市場全体の約 50％を占めている。し
かし、嗜好性について語る上でより興味深いのは２番人気（炭
酸市場の 15％前後を占めると見られる）のガラナ飲料である。

「ガラナアンタルチカ」（フローラル・ベリー要素が特徴）のシェ
アはガラナ飲料カテゴリーの中で圧倒的だが、それぞれの地
域に特有のブランドがあり、風味も大きく異なる。「ガラナジ
ズース」「ガラナバレー」を代表例とする。前者はクミン・クロー
ブ・シナモン的スパイス感が強く、マラニョン州等の北東部
で一般的。後者は Tutti-frutti・スイートバニラ要素が特徴的、
アマゾナス州等の北西部にて人気である。「アンタルチカ」が
関東風のうどん出汁だとしたら「ジズース」「バレー」はスン
ドゥブチゲ、くらいの風味差である。

粉末飲料はアマゾンフレーバーも人気

　風味の話題から外れるが、粉末飲料の需要も多い。飲料市
場全体で、首位の炭酸飲料は約 40％を占め、次点に位置す
る粉末飲料は 10％前後を占めている。炭酸飲料が 500㎖あ
たり大体 1.5 ～ 3 レアルであるのに対し、粉末飲料はスー
パーで袋あたり約１レアル（＝約 40 円）、水で薄めると１Ｌ
のジュースが愉しめる。味も一般的なフルーツは勿論、アマ
ゾンフルーツの「グラビオーラ」「クプアス」といった独特な
アイテムまで存在し幅広い。2015 年現在、景気低迷により
飲料市場も低迷気味だが、その中で、粉末飲料は安定してい
る。ＲＴＤ飲料消費者が安価な粉末飲料へ移行していること

が考えられる。「打
線は水物、野球は投
手」というが、ブラ
ジル飲料市場の４番
バッターは炭酸飲料
で、不況に強い粉末
飲料は多彩な変化球
と安定感を売りとす
る投手なのである。

　話を嗜好性に戻し、飲料以外における地域差の大まかな例
を挙げたい。例えば鶏肉。北部では脂感が受け入れられ易く、
南部では受け入れられ難い。肉へのアクセントは、北部では
コリアンダー、南部ではバジル等が用いられる。また、北部
ではカプサイシン的な辛さが受け入れられ易く、南部では逆、
といった傾向もある。海の幸をトマトで煮込んだ料理「ムケッ
カ」においても、デンデ油・ココナッツミルク・コリアンダー
等のパーツそれぞれを使ったり・使わなかったり・少量用い
たり、と地域によって組み合わせがだいぶ異なるようだ。

最大公約数の風味はなし？

　広大な国土を有するブラジル。このような嗜好性の違い、
食材の組み合わせが幾重にも広がりを見せており、上記はほ
んの一例に過ぎない。食品メーカー各社は、商品を地域に合
わせた風味にするか、あるいは、各地の嗜好を加味して最大
公約数的な風味にするかなど、苦労されているのではないか
と想像できる。
　メーカー各社は、ブラジル人の食に対する保守性にも頭を
悩ませているのではないか。近年のスマートフォンの普及等
の事例から、新しいもの好きな一面を見せるブラジル人も、
食に関する捉え方は逆のようだ。高所得層は箸を上手に使い
こなし日本食を愛する等、外の食文化を受け入れ易い傾向に
ある。しかし、消費の多くを支えている中～低所得層は、大
家族で固まって同居し、お米・煮豆を一度にたくさん作って
毎日食べる。外でもコーラかガラナ、あるいはビールを飲む
ことが基本習慣である。経済的な事情で選択肢が少ないこと
に一部起因していると見られ、今後、人々がより豊かになっ
た場合、新しい商品や風味への許容も拡がりを見せていくの
ではないか。

美しさを磨く香水分野も開拓

　弊社（高砂香料ブラジル）は、アジア No.1 香料メーカー
の南米拠点として製品に日本の技術を反映させると同時に、
現地の嗜好に合わせるべくブラジル人調香師が食品香料の開
発を行っている。また、香水をはじめとする香粧品分野では
フランス人・ブラジル人のパフューマーが開発を担当。中南
米に於ける巨大市場であるブラジルの「フレーバー」と「フ
レグランス」双方に大きな期待をかけている。

スーパーでずらりと並ぶ粉末飲料
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日伯外交関係樹立120周年・記念出版
『ブラジル日系人経営者・50人の素顔』
の発刊目的とその背景（後編）
サンパウロ新聞社＆カンノエージェンシー共同制作 菅野英明

（ 力ンノエー
ジェンシー代表）

日伯外交関係樹立120周年・記念出版

の発刊目的とその背景
サンパウロ新聞社＆カンノエージェンシー共同制作

日伯EPA実現に向けたロードマップ案（５ページ参照）

経済合同委で発表された
「経団連･CNI共同報告書」

　日伯両国間の経済関係の強化を図ると共に､ 貿易投資フローの自由
化のための法的基盤を提供することを目的に､ ブラジル全国工業連盟
（CNI）と日本経団連は､ 日伯両国間の包括的な経済連携協定（EPA）
の実現に向け交渉を開始するよう提案し､ その枠組づくりに取組むこ
とに合意した｡ 共同報告書はルセフ大統領訪日に合わせ、両国政府に
伝えられる。全 5章で構成されるが、主に第 3章の「包括的な日伯
EPA の実現に向けたロードマップ案」と第4 章の「具体的な二国間
イニシアティブ」について紹介する。

〈日伯 EPA（第３章）〉
　両国間の経済関係の強化を図ると共に､ 貿易と投資の自由化のため
の法的基盤を提供するため､ 日伯EPAは包括的で､ かつ以下の問題
に対処するものでなければならない。
◆物品貿易
　野心的かつ包括的なEPAを実現するため､ 協定発効後10年以内に
貿易量 /額ベースで90％以上の関税を撤廃すべきである｡ いかなる製
品も自由化スケジュールからアプリオリに除外すべきではなく､ EPA
は輸入割当の完全撤廃を目指すものでなければならない｡
　交渉の過程においては､ 両国とも､ 最もセンシティブな品目の扱い
方について､ いくつかのオプションを検討すべきである。センシティ
ブ品目のリストは､ 一つのセクターに集中しないように作成する必要
がある｡ 日本は､ 自動車､ 自動車部品､ 鉄鋼､ 機械､ 電子機器､ 化学
製品､ 建設資材 ･機器の関税撤廃に関心を示している｡ 他方､ ブラジ
ルにとって日本における貿易自由化が最も望まれる分野としては､ 牛
肉 ･内蔵､ トウモロコシ､ 一部の果実類､ 砂糖およびエタノール､ 大
豆油､ 皮革､ 履物､ 加工食品､ 木材､ 繊維製品などが挙げられる｡
◆貿易の円滑化および税関手続
　両国間の貿易の円滑化を図ると共に､ EPAが意図する貿易特恵の恩
恵を両国の企業がフルに活用することができるように､ 日伯両国は､
世界貿易機関（WTO）バリ閣僚会議において合意された ｢貿易円滑化
協定｣ (TFA)の実施に取組むべきである｡
◆規制問題：衛生植物検疫措置および貿易の技術的障壁
　EPAには､WTOの｢SPS協定｣以上の野心的なSPS(衛生植物検疫)
条項を設けるべきである｡ また､ SPS措置は科学および国際規格に基
づくものでなければならないという要件に十分対応するものでなけれ
ばならない｡ この目的を達成するため､ EPAでは､ ｢SPS協力に関す
る小委員会｣ を設置するものとする｡ 当該小委員会は､ 両国の専門家
によって構成される｡
◆知的所有権
　知的所有権の保護は、投資とイノベーションを促進する上で不可欠
である。両国は、WTOの「知的所有権の貿易に関連する側面に関す
る協定」（TRIPS）の規定を遵守し、知的所有権に対し無差別の保護を
与えるものとする。
◆天然資源とエネルギー
　原料やエネルギーへのアクセスは不可欠である。両国間貿易におい

ては、輸出規制措置や輸出関税は避けるべきである。制限（現地調達
率要件、外国資本の上限など）を、適宜、撤廃または軽減し、天然資
源やエネルギー開発に関連する共同プロジェクトや技術移転を促進す
べきである。

〈二国間の具体的イニシアティブ（第４章）〉
　EPAは、その対象範囲や規定が包括的かつ詳細でなければならない。
だが、両国間の経済関係の発展の妨げとなる障害がいくつか存在して
おり、これらについては、EPAに付帯する個別の協定の交渉を通じ
て克服できると考えられる。これらの協定の中には、EPAに関する
交渉が妥結した暁には、EPAに組み入れることができるものもある。
これらの協定の対象範囲および一般的内容として、下記を提案する。
◆二国間租税条約（BTT）
　ブラジルと日本は 1967年 3月にBTTを締結し、1976年 3月の
議定書によって修正された。同条約は、二重課税の回避と課税制度の
予測可能性の保証を目的としたものである。それ以後、日本からブラ
ジルへの投資が大幅に拡大されるとともに、投資の新たな様式が考案
され、ブラジルの課税制度に変更が導入された。
　この取り組みによって恩恵を受けるのは外国投資家だけではない。
例えば、SISCOSERVの統計によると、2014年に、ブラジルは、8
億 7,100 万米ドルのサービスを日本から輸入した。これらのサービ
スの多くは、ブラジルの産業界によって消費されている。ブラジル・
日本間のBTTについては、再検討を行って規定を改定するとともに、
条項の解釈に関連して不確かさを排除する必要がある。
◆査証の相互免除に関する協定
　ブラジルと日本 は、短期滞在査証の相互免除に関する協定の締結
のための交渉を始めるべきである。2014年 12月現在、日本は、67
の国と地域との間で査証相互免除協定を結んでいる。また、2015年
6月現在、83の法域のパスポート所有者が、最大90日間の観光また
は商用目的でブラジルに入国する場合（特に指定がない場合）、査証
を取得する必要がない。
　また、2011年に「商用目的の数次入国査証の発給の円滑化に関す
る覚書」が締結されて以来の成果も、恒久的かつ透明性のある手続き
を通して、新協定とともに一括して確立すべきである。
◆学位、証明書、その他の職業資格証明の相互承認
　学位、証明書、その他の職業資格証明の相互承認によって、両国間
の経済関係を強化できる可能性が高い。ブラジルと日本は、1961年に、
日伯文化協定を締結しているが、当該協定は、学位や資格証明書の相
互承認の円滑化・簡素化を進めるため、規格・基準の審査を目指すも
のである。
◆結論および勧告
　過去15年間の両国間における貿易および投資のフローは堅調だっ
たと言えるが、ブラジルと日本の間のさらなる経済協力を推し進める
ことができる余地が多分に残されている。

ブラジル社会
　筆者が初めてブラジルの赤土を踏んだ 30 年前は、オ
ブリガードとともにブラジルの代名詞ともいえる「ア
ミーゴ」（友達）という言葉がどこに行っても使われて
いた。移民によって成り立っているブラジルは、サンパ
ウロだけで世界 82 カ国の言葉が毎日使われており世界
でも代表的な『多文化共生国家』で、それ故にというべ
きか移民に対して最も寛容な国ともいわれる。同時にそ
れは相互扶助的な助け合いでもあるアミーゴ文化と密接
に連動する社会システムであり、アミーゴが優先する文
化を意味している。一方、せっかくブラジルまで来て 3
年程度の勤務期間が多い日本人駐在員は、ブラジル人ビ
ジネスマンからは「日本人は商売上のアミーゴにはなれ
ても人間同士のアミーゴにはなれない」という言葉が、
レアルプラン以降、数多く発せられている。日本の会社
制度の問題とはいえもったいない話だ。しかし日系人経
営者は本人のお墓はブラジルであり家族とともにする生
涯の故郷でもあり、ブラジルの経営風土に日本のよき伝
統的な精神文化を加えている日系人経営者は、ブラジル
発展のためにますます大きな期待と役割が待っているよ
うな気がする。

ブラジル人経営者
　世界の経営者像でいえば、ブラジルの経営者の強さ
は『失われた 80 年代』を勝ち残って鍛え抜いた、性根
の座った怯まない開拓者精神といわれる。親ブラジル派
なら知っているが、1980 年代から 1994 年までの間に、
ハイパーインフレ（この時代は 1 日に 1 度、2 度の値上
げ実施も日常化）、1000 分の 1 のデノミを 3 回（毎年
紙幣が変わる）、債務不履行、預金封鎖（運転資金がゼロ）
などを経験し、経営者の受難時代と言われたこの経済動
乱期を果敢に乗り越えてきた。当然、胆力と体力、先見
性と決断力、不動心と情熱、変化対応力、危機管理能力
など、自らを磨き上げた遥しい経営者が多い。もちろん
多くの日系人経営者もこうした同じ土俵で歴史を積み重
ねて勝ち残ってきた。日系コロニア企業は社歴が 30 年
以上、50 年以上の会社が増えており、こうした会社は

企業理念もしっかりと構築されており、経営も 2 世から
3 世の時代に入ってきている。

今後の日伯関係
　これからの日伯関係のためになにが必要か、経営者の
取材を通して分かったことは、日系人経営者の大多数が
両親、祖父母、本人が生まれ育った祖国日本を愛してお
り、日本の行く末を自分の事のように心配していること
だった。同時に若い日系人世代に対する日本政府の本腰
を入れた対応も切望されている。多くの日系 3 世や 4 世
は日本語が話せなくても日本への関心は深い。そのため
にも例えば政府支援の日本語学校の開校が望まれる。隣
国の中国や韓国は政府が全面支援して早々と母国語学校
をサンパウロに設立し、移民子弟の教育に力を入れ母国
との絆を強めている。しかし残念ながら日本政府のブラ
ジルに対する日本文化の発信は日系コロニア社会に頼っ
ているところが大きく、政府主導で中長期的な日本の国
益を考えた日系人後継世代に何を残せるか、世界最大の
日系人が住むブラジルで、100 年の大計を睨んだ骨太の
日系社会への政策としての取組みがいま求められている
ような気がする。
　本書は、日系人の現役と後継世代、そして日本の方々
に、ブラジル人の方々に、ブラジル日系人の 107 年の
移民史にいままで抜けていた『ブラジルの日系人経営者』
を、こうした理由で是非読んでいただきたいと願ってい
る。同時に本書発行を通して 107 年を迎えた日系人移
民史の歴史の 1 頁に新たに加わることも目的にしてお
り、このような意図と目的で本書は発刊された。本書発
刊に際しては、サンパウロ新聞の鈴木雅夫社長をはじめ、
取材に協力していただいた経営者、情報提供していただ
いた日伯関係者からのサポートなど、本書発行に尽力し
ていただいた関係者の皆様に、また本稿の場を提供して
いただいた「ブラジル特報」関係者に、本誌面を借りて
御礼を申し上げたい。

　最後に、ブラジルに移民した日系人を温かく迎え入れ、
ここまで育ててくれたブラジルとブラジル国民の寛大な
心と精神に改めて感謝の念を捧げたい。

（中富道隆・日本アマゾンアルミニウム社長の関連寄稿が協会ホームページに載っています。）
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JTBグループが日伯無限の
可能性へ出陣！

　JTB と言うと、昔から旅行会社のイメージが強いが、弊社
（ＪＴＢコーポレートセールス）がブラジルで行っている事業
の多くは日本企業の進出サポートのためのものである。その
内容を紹介したい。

BRABIC ブラジルビジネス情報センター

　ブラジル進出を希望する日本企業や自治体に対して最新情
報の提供、各種セミナー実施、現地視察アレンジ、各種調査、
会社設立からマーケティングの戦略策定までのサポートを行
う BRABIC ブラジルビジネス情報センターを 2010 年 12 月
に株式会社クォンタムと共同で設立した。
　経済産業省のクールジャパン事業、農林水産省の日本食・
食文化普及事業、県産品 PR 事業及び販路開拓・事業展開支
援事業等を受託し、日本とブラジル双方からのサポート体制
を強化するため、2012 年にサンパウロのパウリスタ地区に
オフィスを開設した。
　初めてのブラジル訪問でも効率良く市場調査したい要望が
多く、こうした企業のために安全・安心な共同オフィスを提
供しここを拠点として現地市場調査や現地レポートが作成で
きるように日本語スタッフのサポート体制を整えた。

ブラジル進出の最適化を支援

　輸出企業がブラジルで成功する条件は、計画段階での現地
輸入原価の算出がカギを握る。推定輸入コストと実際の最終
コストには大きな開きがありブラジル市場参入の課題だった。
　InterCOSM は商材の基本データを入力することでコスト
が算出できる画期的なソフトで、次世代を担う ORACLE プ
ラットフォームを基盤として生まれた。クラウドベースで低
コストが特徴だ。あらゆる通貨に対応でき、輸出拠点や空輸・

海上輸送の選択が可能でアナリストが 1 万 4 千点にもおよぶ
NCM コードの中から認定コードを選択する。
　常に変化するブラジルの輸入規制、不定期に変動する税率
や為替市場にリアルタイムで対応可能だ。出荷輸送を可視化
する輸送最先端の３D パッケージシミュレーションにより出
荷梱包、コンテナ数を実際に出荷を行わなくても正しいデー
タを取得できる。（弊社は InterCOSM の日本地区総代理店）

現地生活サポートサービス

　ブラジルの現地生活を快適にスタートさせる「2 週間生活
立ち上げサポートマンツーマン対応型」と滞在期間を通じて
安全安心快適な生活を実現するための「しっかり生活サポー
ト現地デスク対応型」があり、駐在員とその家族の生活を支
援している。現地の危険情報を 24 時間本人へ直接メール配
信する新サービス Alert STAR も開始した。

JTB グループ（ブラジル）での拠点整備

　ブラジル及び南米企業を対象にした BTM( ビジネストラ
ベルマネジメント ) やレジャーといった各事業の拡大、旅行
周辺ビジネスの事業領域拡大をめざした「Alatur JTB」を
2013 年 10 月に設立した。リオ 2016 オリンピック・パラ
リンピック 44 競技のテストイベント（プレ大会）の一括受
注には、日本流のおもてなしが期待されている。
　また昨年には、日系企業、在住日本人並びに日系人向けに
特化しているQuickly TravelがJTBグループに仲間入りし、
ブラジル日系企業の成長と発展に寄与する体制を整えた。日
伯外交関係樹立 120 周年事業やフェスティバル・ド・ジャポ
ンの日本ブースで日本食普及促進事業のサポートも行った。

2016 リオと 2020 東京とのブリッジ

　2014 年ブラジル人訪日数 32,310 人、日本人訪伯数
84,636 人と日伯の人口、相互貿易、経済規模から見ると交
流人口はまだまだ少ない。双方ウィン・ウィンの関係構築の
一翼を担うために、経済や文化交流機会を創造するだけでな
く、ブラジル人への日本のおもてなし精神の導入や日本人へ
のブラジル式のアミーゴ交流を導入する。ひいき客を育成す
る最強のメソッドを相互提供することによって日伯サービス
産業の一層の発展に貢献していきたい。

市川 恒
（JTB コーポレートセールス・

チーフマネージャー）

　ジャーナリストの仕事に就いてから 20 年以上になるが、

外国特派員になったのは今回が初めてだ。ブラジル最大のテ

レビ局「グローボ」の特派員として日本とアジアのニュース

を伝えるため、2013 年 6 月に来日し、今月で２年６ヶ月と

なる。

　外国特派員としてのキャリアのスタートは遅かったと思う

が、リオデジャネイロという世界でも類を見ないほど活気に

溢れ、多様な人々と文化を持った都市の取材に長年携わって

きたおかげで、特派員に求められるノウハウをある程度身に

つけていた。というのも、リオでは「RJTV」というリオの

ニュース情報番組のアンカーを務めていたからだ。

　それに加えて、好奇心というジャーナリストに必要不可欠

な資質を持つ自分にとって、文化や風土、習慣の違いは、特

殊なものというよりも、むしろ魅力と感じることができたし、

この感覚は人間や生活行動、食べ物などについても同様だ。

　こうした資質が自分にとって未知の国「日本」への適応に

役立ったことは間違いなく、日本の日常に浸り、日本人や日

本の習慣、伝統について考えることは、とても良い経験となっ

ている。また、そのおかげで、私自身も成長させてもらった

と感謝している。

　例えば、新幹線の清掃チームへの取材では、日本人の規律、

献身、正確性への要求の厳しさについてつぶさに学んだ。小

学校を取材した際には、日常的に子供たちが自ら給食の配膳

を行い、教室の床を雑巾がけする姿はブラジルでは考えられ

ない光景だった。集団生活について子供達が学ぶ様子を目の

当たりにし、感動した。また、広島取材での被爆者へのイン

タビューは、人生観が変わるような体験であった。

　レポーターは単に「ニュースの語り手」であるだけではな

く、ニュースを受け取る側に変化を起こすための道具でもあ

る。そのために手本とすべき例を提示し、過ちを告発し、考

慮すべき道や選択肢を示す。

　それはブラジルのようなまだ国づくりを進めている段階の

国にとって非常に重要な意味を持つ。遠く離れた場所にいな

がら、仕事を通してこの一大事業に携わることができ誇らし

く思っている。

（編集部からインタビュー）
1- 日本で特別好きな場所はありますか？

日本中を取材していく中で広島がもつ歴史や、現在に至るま

での復興の道のりに関心を抱きました。長野の地獄谷温泉の

雪山で生活する猿には心がとても癒されました。京都では綺

麗でまるで夢のような街並みを見ることができました。しか

し、最近、訪れた青森県の八戸市は、町や漁師文化に魅了さ

れた上、地元の方がとても親切で素晴らしい体験になりまし

た。

2- 日本で生活する中で好感が持てる習慣はありますか？

日本で生活する外国人からみたら、あらゆる場面で日本国民

の真面目さ、段取りの良さが凄く目につきます。私達、ブラ

ジル人には”過剰ではないか”と疑問に抱く場面も多々ある

と感じることもあった。しかしその国民性があるからこそ日

本が高い水準で発展していった重要な要素ではないかと思い

ます。

3- 日本の食べ物の中で気に入っている料理はありますか？
　 逆に 2 度と食べたくない物は？

ブラジルで良く食べたフェイジョン、牛ステーキとポテトフ

ライはとても恋しいです。でも日本食も好き。中でも神戸牛

や寿司は好きです。また、広島で食べたお好み焼きが絶品で、

ほっぺたがおちそうだった。

4- 日本での特派員、一番難しいことは何でしょうか？

ブラジルのテレビ局で働いている身として、一番の難関は時

差。日本とブラジルは 12 時間の時差があるため、日本の夜

中に番組出演することも多く、年中、睡眠不足です。言葉の

壁も難しい問題の一つです。自分自身は日本語を話せないこ

ともあり、また英語が話せる方も限られているため、コミュ

ニケーションがうまくいかないことがある。しかし、みなさ

んの親切さ、一緒に働いているスタッフの努力のおかげで、

さほど大きな問題ではないと思う。

（編集部注）
出演するニュース番組（日本時間）
Hora 1：1 時～ 2 時ごろ放送
Bom Dia Brasil：6 時 45 分～ 7 時 45 分ごろ放送
Jornal da Globo：16 時 30 分～ 17 時ごろ放送
Jornal Nacional：20 時 30 分～放送

日本で TVGLOBOを見る方法：スカパープレミアムチャンネル
５１４ch「TV グローボ・インターナショナル」
視聴申込み　03 − 6436 − 9200（株式会社アイピーシー・ワール
ドカスタマーセンター）

ブラジルに
日本の心を伝えたい！

マルシオ・ゴメス
（TV グローボ・アジア支局長）

連載・ブラジル現地報告BRAS
IL
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製品紹介ビデオ（日本語）：
https://www.youtube.com/watch?v=I2DCBwm_p9k

©GLOBO
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ビジネス法務の肝

連載

日伯経済協力と
ビジネスの課題

《事例紹介》
コマツの通関コスト
削減方法　先月号では 8 月 17 日から 20 日にかけてサンパウロ

大学で開催された『日本ブラジル国際シンポジウム』に
つき紹介したが、私が講演した「日本ブラジル二国間の
司法共助」の他、「裁判外紛争解決手続き」、「競争法」、「民
法および消費者法」、「M&A」、「コーポレートガバナン
スおよび CSR」、合計 6 つのセッションにて興味深い発
表と意見交換がなされ、シンポジウムは成功内に終了し
た。前夜祭（開会式・夕食会）は法曹界・学界・ビジネ
ス界より約 200 名が参加、交流の場としても意義があっ
たと感じている。
　さて、昨今ブラジルの不況が話題となっているが、日
伯両国の経済関係は官民大型プロジェクト（製鉄・紙パ
ルプ・アルミ製錬・農業等）だけでなく、食品・サービ
ス等、消費者に身近な分野でも進展してきた。信頼醸成
に基づく更なる関係深化を期待し、ブラジルでのビジネ
スの課題について考察したい。

不明瞭、複雑な法制度と異議申立ての頻繁さ

　ブラジルは、人口 2 億人に対して訴訟件数 1 億件 /
年と言われる訴訟社会であり、事業活動に伴う訴訟件数
も多い。法令は作成前の立法調査が甘いためか明瞭性に
欠け、そのため法的安定性と合理性に欠ける場合がある。
また、稀に外国人投資家に不利な法令もある。　　　
　労働法では、労働者保護の色彩が極めて濃く権利主張
と補償のための異議申立ての精神が根付いているとさえ
言える。租税法では、納税者が複雑な法令と難解な運用
に疑義を抱き適用回避のために「異議訴訟」を行う事例
が目立ち、全訴訟の 3 分の 1 を占めるほどである。また、
一般的に訴訟は解決までに時間が掛るため、効果的、効
率的な対策を講じる必要がある。
　更にブラジルは、国土の広さ、人口や企業数の多さに
比較して法令遵守を監督すべき政府機関が少ないため
に人材と活動資金が不足している場合がある。一般的に
ブラジル企業に於いて税務職員による監査は散発的であ
り、時効期間を含む全ての年度が監査対象となることは
極めて例外的と言える。こうした制度面におけるコント
ロールの限界は、企業が法令遵守から逸脱することを促
進してしまっていると言えよう。

企業活動における留意点

　企業が事業活動を行う場合、グループ内企業間におけ
る「連帯責任」の概念について特に留意する必要がある。
2013 年成立の「腐敗防止法」では、違反行為を行った
企業の親会社は違反企業と連帯して制裁金支払と賠償責
任を負い、且つ親会社の責任はその行為について故意・
過失が無くとも損害賠償の責任を負う「無過失責任」と
理解されている。
　また、労働法の分野では、「同一経済グループ」に所
属する企業間において、雇用者としての労働債務に関し
て「連帯責任」を負うため、グループ内企業の元従業員
が労務訴訟を提起し、これに他のグループ内企業が巻き
込まれるといった事例もあるが、グループ企業全体が被
告になることは経済実態を正しく考慮しているとは言え
ず、そもそも同一経済グループの定義も明確ではないと
理解されている。

商取引・投資におけるデューディリジェンスの重要性

　ブラジルは税制や法律の難しさから新規参入には難し
い市場に見えるが、本年 9 月サンパウロで開かれた「日
伯経済セミナー」では、ブラジル政府高官が「税制など
信頼できるビジネス環境の提供」につき発言した。所謂

「ブラジル・コスト」への懸念はあるものの、両国連携
の更なる高まりは、「日本ブラジル経済連携協定（EPA）
に関する共同研究報告書」が両国経済団体により提言さ
れたことよりも明らかと言える。
　日本の企業・投資家がビジネスを進めるためには、信
頼できる専門家の協力を得てリスクレベルを評価する
ことが望ましい。対象とする企業または商取引の「全て
の重要な側面」について「デューディリジェンス」を行
い不当性や違反行為有無の発見に努め、その過程におい
て表面化していない潜在的リスクの評価も併せて行いた
い。また、デューディリジェンスを通じて対象企業や取
引の全般的な信頼性が明らかになる場合もある。ブラジ
ルでの成功例を積み上げるためには契約や投資決定前の
客観的かつ専門的な評価が欠かせない。
　なお、本文執筆には、アルベルト・モリ氏（弁護士、パー
トナー。Trench, Rossi and Watanabe Law Firm）、
板橋健氏（ブラジル三井物産株式会社　法務・総務部長）
の前述シンポジウムに於ける M&A 講演を参考とし、直
接的ではないものの一部内容を引用させて頂いた。記し
て御礼を申し上げる。

エドアルド・　
ヴィトール

（トムソン・ロイター  
ＧＴＭサービスグローバ
ルヘッド）

フェルナンド・
マグリ

（トムソン・ロイター  
ＧＴＭサービスアライア
ンスマネージャー）

　過去 3 回の連載において、輸入に関する間接税制度が

極めて複雑であることから生じる「ブラジルコスト」と呼

ばれる高コスト構造を始めとした、ブラジル進出企業が遭

遇するビジネス障壁の紹介とその対策としての特別関税制

度の活用、南米南部共同市場（メルコスール）での優位な

ビジネスチャンスを紹介してきた。今回は、特別関税制度

を活用した削減事例を紹介する。

コマツブラジルの状況

　コマツブラジルは、コマツグループの初の海外現地生産

拠点として 1975 年にスザノ市（サンパウロ州）に設立さ

れた。以降ブラジル市場で確固たる地位を確立し、長年同

国の建設・開発の歴史において大きな役割を果たし、道路、

鉄道、空港、発電所、石油化学コンビナートのほか、大規

模なインフラ、農業・鉱業プロジェクトなどの重要事業に

参画している。

　国内外の幅広い顧客と取引を行う上で、RECOF 制度（工

業関連特別関税制度）に基づく承認を取得し、ブラジル連

邦歳入庁が定める基準を遵守する必要があった。RECOF

制度の規則が定める要件、特に、同制度の対象製品に関す

る説明責任の遵守に加えて、細やかな管理とコスト削減を

目的とした輸出入プロセスの最適化も図る必要があった。

RECOF 制度活用への課題

　RECOF 制度で求められるすべての管理事項を実施し、

必要な情報をブラジル連邦歳入庁に報告、承認取得する上

で、同社の社内 ERP（統合型業務パッケージ）システム

とブラジル連邦歳入庁のシステム双方とのデータ連動が不

可欠であり、マニュアル対応での運用は困難だった。

　システムによる自動化を模索した結果、コマツは外部の

ソフトウェアを導入する事で、社内 ERP システムとブラ

ジル連邦歳入庁とのデータの読み取りの自動化に成功し、

RECOF 制度の承認取得を行うことになった。

システム化のさらなる利点

　承認取得の目的で導入したソフトウェアだが、業務プロ

セスの改善とコスト削減の効果をもたらす活用ができる事

が見えてきた。具体的には、輸入管理システムと ERP シ

ステム、社内ウェブベースツールとの完全統合が可能にな

る事で、輸入管理システムと連動する KDB ウェブサイト

でインボイスをアップロードすることが可能となる。最小

限の手入力で輸入プロセス全体が自動化され、輸入申告書、

国内用インボイス、連邦徴税票などの帳票をすべて作成す

ることができる。

　さらに、輸出管理ツールも社内 ERP システムと完全連

動する事で、受注書と国内用インボイスが発行されると、

その情報が輸出管理システムに送信され、輸出登録書、輸

出申告書、その他通関上必要な帳票が作成できる。

　システム統合の結果、輸入リードタイムは約 30％短縮

され、通関業者関連コストを約 90％削減された。加えて

業務の信頼性も向上される事となった。

　これまでの連載で、ブラジル進出企業が遭遇するビジネ

ス障壁の紹介とその対策としての特別関税制度の活用を紹

介してきた。しかしながら、制度の活用においては、シス

テム化の視点を併せ持つ事を推奨する。関税削減に加えた

更なるメリットが結果としてもたらされるからだ。

（注）RECOF 制度（2004 年 4 月 20 日付け財務局規則 417 号）
情報通信関連、航空機産業、自動車産業、半導体産業関連分野に対する輸出
製品生産に関する特別措置。RECOF の要件を満たした場合、部品・原材料
等の輸入に際し支払われるべき輸入税（II）、工業製品税（IPI）、社会負担金

（PIS/Cofi ns）の支払いが留保される。国産品の購入の場合には IPI、PIS/
Cofi ns の支払いが留保される。輸入、購入された部品・原材料が製品に組
み込まれて輸出されると、留保されていた税金が免除される。

連 載 ★ 税 務 の 勘 ど こ ろ ④

松田純一
（弁護士。松田綜合
法律事務所所長）
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　私が生まれ育ったのは、ブラジルのサンパウロの街

中ですが、両親は日本人です。私の妹も従姉妹たちも、

Av.Paulista の Maternidade Promatre 産院で生まれま

した。そこには、日系人をとりあげてくださる助産婦さん

がいたからです。

　父はサンパウロのクラブを経営する傍ら、日本にも多く

のアーティストを演奏に連れて行くマネージャー業をして

いました。シンガーのクラウジアさんに父が同行し、浜口

庫之助さんが作曲し演奏したボサノヴァは、日本の大手

自動車メーカーの CM にも使用されました。その他にも、

ギタリストのバーデンパウエルさんを日本に招いたり、日

本からブラジルにダークダックスさん、渡辺貞夫さん、ロ

スインディオスさん、菅原洋一さん等、数々のアーティス

トを招いた事もありました。音楽好きな父はブラジルの音

楽、特にサンパウロの音楽が大好きでした。

　未知の土地での暮らしは苦労も絶えなく、とても大変

だったと思うけれど、どんな時も前向きで諦めることがな

かった父でした。そして母は色々な事があったけれども、

楽しかったわ～、若かったのよ～、と、穏やかに話します。

近所には色々な国の人たちがいて、週末には母とお酒を飲

みながら、餃子を作る日本人のおじさんや、我が家のお漬

物を頬張りにやってくるおばさんもいました。そんな、オー

プンなブラジルでの生活スタイルは、音楽同様に、私の大

きな宝となりました。

　その後私達一家は帰国し、父は日本でブラジル音楽のお

店を開きました。私はブラジルが懐かしく、音楽の道を歩

み始めました。ポルトガル語で歌う事にこだわりを持ち、

アルバム制作をしていますが、コンサートを重ねていくう

ちに、『世界の音楽の旅』と題して各国の歌を現地の言葉

で歌う事を始めました。

　ここ 15 年程、私はアジアの国々でコンサートを頻繁に

行っているのですが、一番最初に訪れた父の生まれ故郷の

台湾で、中国語の曲『何日君再来』を歌うことになったの

がきっかけでした。アンコールで恐る恐る歌い始めた時、

大歓声を耳にした瞬間、喜びと感動で胸がいっぱいになり

ました。大合唱にて迎えたフィナーレ。終演後、楽屋で待っ

ていた両親の嬉しそうな表情を見て、涙が溢れました。以

来、中国、シンガポール、インドネシア、タイ王国、香港、

韓国、パリ、ローマ等、コンサートでは現地の歌を現地の

言葉で歌うようにしています。

　ポルトガル語で歌うこと、それは私のアイデンティティ

の一つですが、原語で歌う事により、言葉の大切さ、意味

の深さをよりいっそう伝える事が出来るのだと実感してい

ます。

　音楽の旅と題してブラジル音楽から離れ、各国の音楽を

テーマにしていくうちに、気づいたことがありました。そ

れは、知らず知らずのうちに、ブラジル音楽のルーツを探

す旅となっていることです。北東部にはアメリカの音楽が

根付いていて、for all が Forro になり、使うリズムもブ

ルーグラスの形態の姿で演奏されます。バイオリン、ア

コーデオン、ザブンバ、アラブ音楽を探ると弦楽器の国ア

ラブ音楽にウードのような弦の響きが美しい楽器が使われ

ます。

　そういえばブラジルの多彩なギター奏者は、アラブ系ブ

ラジル人が多いです。エグベルトジスモンチ、アサード兄

弟、バーデンパウエル。ハワイのウクレレは、カバキーニョ

になり、アフリカのリズムだけでなくメロディーはブラジ

ル音楽の大きな土台を作りました。ブラジルのように沢山

の文化が融合した国はあまりないのではないでしょうか。

南国の大きな大地で、各国の文化の良いところを見せ合っ

て取り入れあったのです。

　一つの文化を掘り下げていく方法もありますが、私の

知っているブラジル人は、誰とでも同じように共有し合っ

たのです。そこには、格式もなく、メヌエット、オペラ、

カントリー、ソウル、ボレロ、ジャズ、アフリカのリズム

が交わって、本来あるべき音楽のあり方があったからこそ、

世界に誇れるブラジル音楽が誕生したのだと思います。

　ブラジル人はよく言います。「私の心は緑と黄色よ」って。

今私は、日本の歌も歌い、最近ではロック、ディスコミュー

ジックにも挑戦しています。でも心の中にはいつも大きな

ブラジル音楽の土台があり、父と母の温もりも感じながら

歌っています。

Meu coração é verde amarelo.

ブラジルに生まれて良かった。

ブラジルに生まれて
良かった 小野リサ

（ボサノヴァ歌手）
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　「ブラジルは多様な国籍の人々が集まり、平和に暮らす国だ」
「両腕を広げて難民を迎え入れる」　
　９月７日のブラジル独立記念日。ルセフ大統領はシリア難
民を積極的に受け入れる姿勢を示した。
　多様性が認められる国、温かく他者を迎える国。ブラジルに、
若い頃に触れられて本当によかった――。改めてそう思った。
　私が日本ブラジル交流協会の研修生として渡航したのは
1992 年、21 歳の時だった。
　「豊かな国、日本の人間として、世界にどう貢献できるか」。
志だけは高かった。だがポルトガル語もろくにできない。貢
献できる技能もない。ただの木偶の坊に、多くの人が根気強く、
優しく接してくれた。
　様々なことを学んだ。
　米ドルは、絶対に街角で見せてはいけない。紙幣を財布に
入れる時は、少額のものを外側に。そもそも多額のカネは持
ち歩かない。ジーンズの後ろポケットに財布は入れない。電
車やバスに乗る時はリュックは前に――。治安が悪い中での
身の守り方は、特派員生活でも大いに役立った。

　中東レバノン料理を食べたのも、イタリア料理のニョッキ
を食べたのも、沖縄そばを食べたのも、サンパウロが初めて。
リベルダージは第２の故郷になった。
　インフレ率が月 30％近かった時代。人々は給料をすぐに
米やフェジョンに換えて暮らしを守っていた。デノミも経験
した。大統領の汚職に怒った人々は街頭に出て、デモを繰り
返していた。「ブラジルを愛するから、政府を批判するのだ」と。
国家と政府と国民と民族。日本では、ともすれば混同されが
ちなものが、すべて別々のものなのだ、と教えられた。
　経済や政治が大混乱に陥っていても、人は明日に希望を持
ち、友と笑い合って生きられることを学んだ。
　20年以上が過ぎた。日系ブラジル人の「デカセギ」ブームも、
リーマン・ショックで吹き飛んだ。日本はあの頃より内向き
になったと感じる。国の浮沈を我がことのようにとらえ、他
国に対し、排外的な中傷を繰り返す人たちもいる。
　だからこそ、自分の中の「ブラジル」を大事にしたい。あ
の頃のブラジルの人々のように、目の前の他者に優しく両腕
を広げたい。

私を育てた「ブラジルらしさ」
ジャーナリストの旅路

石田博士
（朝日新聞国際報道部デスク、元サンパウロ、前ローマ支局長）

整形手術は自慢アイテム？ 斉藤真紀子
（ライター）

　ロマンスグレーの落ち着いたたたずまいの旦那さんと、
ショートカットに真っ赤なルージュの快活な奥さん。サン
パウロのレストランで会ったブラジル人ご夫妻は、まるで
父と娘のように見えたが、実際は同い年だった。
　「お若くていらっしゃいますね」と奥さんにささやくと、
あたりに響く声でこう返ってきた。「それはね、肌をこう
いうふうにひっぱって、たるまないようにメンテナンスし
ているからよ」。まるでファッションをほめられたように、
誇らしげに「美容整形の効果」を語る様子に、どう反応し
ていいのかわからなかった。「整形技術がすばらしいです
ね」とほめていいものだろうか。
　ブラジル経済成長の「実態」を調べるため、雑誌の取材
でサンパウロに飛んだのは２０１０年のこと。ＢＲＩＣｓ
として注目され、ＧＤＰの成長率も人びとの給与も上がっ
ているというブラジルで、実際に暮らしは豊かになってい
るのか。
　そんなリサーチを進めるなかで、あがってきたキーワー

ドのひとつが「整形手術」だった。サンパウロの病院で、
形成外科医にも話を聞いたが、たしかに女性の美容整形が
急増していたのだ。決して安い買い物ではない。女性たち
は長期ローンを組んで整形する。驚いたことにティーネー
ジャーの娘に整形手術を「プレゼント」する親も増えてい
た。「かつてはおしりを大きくする人も多かったけれど、
最近はアメリカ文化の影響で豊胸も増えているんです」と
形成外科医は語った。
　サンパウロ大学を卒業後、アパレル会社に勤務する２０
代前半の日系ブラジル人女性にも話を聞いた。会うなり、
嬉しそうに「耳」をみせる。「もうすぐ結婚するんだけど、
ウェディングドレスは髪をアップにしたいから、耳を寝か
せる整形手術をしたの。すごく痛かったけど、大満足。か
わいいでしょ？」
　私には「耳の形へのこだわり」がよくわからなかったの
だが、幸せいっぱいの彼女の笑顔を見ていたら、「整形よ
かったね」と声をかけてあげたくなった。
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　ブラジルの政治や経済に関しては、最近は超辛口の論
調が目立つウォール・ストリート・ジャーナル (WSJ)
であるが、8 月 27 日の同紙映画評欄で、「家族、愛、階
級の関係を描いたドラマティック・コメディーとしては
稀有の秀作」と、激賞されたのがブラジル映画であった。
この WSJ に限らず、欧米やブラジルのメディアやうる
さ型批評筋も概ね好意的なコメントを加えていて、しか
も一般公開されるや観客動員数でも数十万人レベルを突
破（フランスとイタリア両国だけで 20 万人以上とか）
している、という話題の映画は、『ケ・オラス・エラ・ヴォ
ルタ（彼女は何時に帰る）』（英語タイトル『ザ・セカン
ド・マザー』）である。この監督はテレビの教育番組や
映画の脚本家として活躍してきたアンナ・ムイラエルチ、
主演はレジーナ・カゼーだ。
　レジーナ・カゼーといえば、グローボ TV の日曜バラ
エティー番組「エスケンタ！」の名司会役を 2011 年か
らこなしているので、ブラジル人なら誰でも知っている
女優・コメディアン・マルチタレントであるが、日本人
にとっては、佳作『私の小さな楽園』（原題：『エウ、トゥ、
エレス』2000 年、日本公開 2003 年）で三人のダンナ
と平等に生活する肝っ玉母さん役を演じた女優として記
憶に残っているだろう。彼女をご存じない人のために、
あえて安易な比較を試みれば、ゴッド姉さん和田アキ子
のブラジル版（で体型は豊満型）、といえばわかりやす
いかもしれない。
　この 115 分の長編映画が話題になったのは、今年に
入ってからだ。まず、今年 2 月のサンダンス映画祭に
出品したところ、主役レジーナと彼女の娘役を演じたカ
ミーラ・マルジラの両名が最優秀演技賞を受賞した。さ
らに、3 月のベルリン映画祭でも特別賞を受賞したばか
りか、上映後、観客総立ちのスタンディングオベーショ
ンが 6 分間も続いたことで、さらに注目を集めることに
なった。
　この勢いで、来年2月のアカデミー賞（外国語映画部門）
にノミネートされるかも、とブラジルのメディアや米国
の映画関係誌が報じていたが、ブラジル政府（文化省）
は 9 月 15 日付け官報にて、この『ザ・セカンド・マザー』

をアカデミー賞候補作のブラジル代表とする、と発表し
た。という次第で、関係者はいささか興奮気味の日々を
送っている。
　この映画のストーリーを若干追いかけておこう。レジー
ナ演じる主人公ヴァルは、ペルナンブーコ州の貧困家庭
出身で、自分の娘ジェシカを父親の元において、サンパ
ウロへ出稼ぎに。多くのノルデスチ出身女性と同様、彼
女が得た仕事は、高級住宅街に住む裕福な家庭での住み
込み家政婦だ。ご主人のカルロスは資産家の親の遺産を
受け継いだボンボン、配偶者のバルバラはキャリアウー
マンのファション・デザイナーという設定で、一人息子
のファビーニョにとってヴァルは“第二の母親”以上の
存在となっていく。13 年の年月が経過して、ファビーニョ
が大学を受験する時期となり、一方、ヴァルの娘ジェシ
カもサンパウロの大学の建築学部を受験するべくカルロ
ス宅に短期滞在することになる。古い格差意識を有する
ヴァルはジェシカも小さな女中部屋で寝かせようとする
が、そんな意識のないジェシカは客人として客間で寝る
と主張して、トラブル発生。といった問題が連発して起
きることに。貧しい東北部ノルデスチと豊かな南部とい
うブラジルの社会問題が、このカルロス家における家政
婦の親子ドラマを通じて見えてくる、という構図だ。　
　
　この映画は、家政婦を雇う側と雇われる側との階級関
係を、コメディータッチで描く社会ドラマと分類できる
だろうが、レジーナの演技力がそんな類型的な解説を吹っ
飛ばすほどのパワーを有しているからこそ、玄人筋にも
一般映画ファンにも受けがいいのだろう。
　ちなみに、監督についての芸能誌的な“追加情報”を
メモしておくと、父親は TV クルツーラの元幹部（理事）
で、三人娘の長女であるアンナ監督は、51 歳のシングル
マザーで、二人の息子（20 歳と 15 歳）の父親はそれぞ
れ別。彼らの子供時代に雇っていた家政婦が、ヴァルの
モデルとなった由だ。つまり、私小説ならぬ“私映画”
といえるかもしれない。といった俗界の関心はともかく、
日本でも公開してほしいものだ。

連載 文 化 評 論

レジーナ・カゼー主演の
コメディー風ドラマ映画が
大評判に！ 岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）
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最近のブラジル政治経済事情（外務省中南米局提供情報並びに現地メディア報道他より）

省庁統廃合と関係閣僚の進退
　10月2日、ルセーフ大統領は、連邦政府の省庁統廃合

とともに、関係閣僚の人事交替について発表を行い、5日、

大臣の交替・就任（辞令交付）が行われた。概要以下のと

おり。（ブラジルでは統廃合によるポストの新設・廃止・統合等

は、大統領令により措置可能な仕組みとなっている。）

１.廃止される省庁

大統領府戦略担当庁が廃止される。

２.閣僚級ステータスから格下げされる省庁

大統領府安全保障室長官が閣僚ステータスを喪失する。

現長官は次官級職として続投。

３.統合される省庁

①労働雇用省と社会保障省の統合：統合後の「労働社会

保障大臣」には、ロセット大統領府官房長官（労働者党

（PT））が就任する。ガバス現社会保障大臣は社会保障担

当次官に転任し、現大統領府特別補佐官が労働担当次官

に就任する。

②漁業養殖省の廃止：従来の同省漁業分野は農務省に統

合され、養殖分野は農村開発省に統合される。現漁業養

殖大臣は、大統領府港湾庁長官に転任する。

③大統領府人権庁・同人種平等促進政策庁・同女性問題

庁の統合：これら３庁が統合され、統合後に誕生する新

大臣にはゴメス現人種平等促進政策庁長官（無党派）が

就任する。現女性問題庁長官は大臣としては退任し、降

格された女性問題担当次官に就任する。現人権庁長官も

退任する。

④大統領府零細企業庁の廃止：開発商工省に吸収・統合

され、現零細企業庁長官は退任する。モンテイロ開発商

工大臣（伯労働党（PTB））は留任し、零細企業庁の任務

も同大臣の下に入る。

⑤大統領府政治調整担当庁の統合：議会等との調整役を

担ってきた政治調整担当庁は、大統領府官房長官の下に

統合される。現政治調整担当長官は退任し、ベルゾイー

ニ現通信大臣（PT）が統合後の官房長官に就任する。

４.当該省庁は維持されるが、大臣が交替する省庁

①文官庁：メルカダンテ現文官長（PT）が教育大臣に転任し、

ワグネル現国防大臣（PT）が後任の文官長に就任する。

②教育省：リベイロ現教育大臣（無党派、学術界出身）

が退任し、メルカダンテ現文官長が後任の教育大臣に就

任する（同文官長は以前にも教育大臣を務めた経緯あり）。

③科学技術省：レベーロ現科学技術大臣（伯共産党

（PCdoB））が国防大臣に転任する。セルソ・パンセラ下院議

員（伯民主運動党（PMDB）、リオ州選出）が後任に就任する。

④保健省：キオロ現保健大臣が退任し、マルセロ・カス

トロ下院議員（PMDB、ピアウイ州選出、医師）が後任

に就任する。

⑤通信省：ベルゾイーニ現通信大臣が大統領府官房・政

治調整担当長官に転任し、アンドレ・フィゲイレード下

院議員（民主労働党（PDT）所属、セアラ州選出）が後

任に就任する。

⑥大統領府港湾庁：現長官が退任し、バルバーリョ現漁

業養殖大臣（PMDB）が後任に就任する。

５.構成・勢力配分

①これまでの 38 省庁が、今回の改革により数としては 7

省庁の純減となり、31 省庁に縮小することとなった（8

省庁減、新規設置 1 省）。

② PMDB 所属の政治家が占める閣僚ポストが、従来の 6

ポストから 7 に増加した。ルセーフ大統領の課題であっ

た、最大連立与党 PMDB の懐柔を通じた議会調整が念頭

に置かれている。

③連立与党の中核をなすPTの占める閣僚ポストは、

PMDB に対する譲歩として従来の14から10 に減少した。

④連立与党のうち、少数派の PTB、社会民主党（PSD）、

進 歩 党（PP）、 伯 共 和 党（PRB）、 共 和 国 党（PR）、

PCdoB、PDT の 7 党は大臣を 1 名ずつ有し、残り 7 省

庁については、特定の政党に所属しない人物が閣僚を務

めるという編成になった。

６.省庁統廃合による財政緊縮効果

連邦政府は、今次統廃合の予算削減効果を約 2 億レアル

（約 60 億円）と算出している。

1〜9月の貿易収支は102億ドルの黒字計上
　9 月の貿易収支は 29.4 億ドルの黒字となり、1 − 9 月

の累計収支は 102 億ドルの黒字を計上した。昨年同期の

貿易収支、7.4 億ドルの赤字から一転して大幅黒字となっ

ているが、これは輸出金額の減少（▲ 21.6%）以上に輸

入金額が激減（▲ 32.7%）したため、である。輸出数量

は前年同期比 7.2% 増加したものの、国際コモディティー

価格の下落によって輸出金額はマイナス成長となってい

るのが現状だ。モンテイロ開発商工大臣は、2015 年度の

貿易黒字を 150 億ドル、2016 年度は 250 億ドル、と予

想している。
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国連の一般討論演説は常にブラジルが１番手
　オリンピックの開会式ではギリシャ選手団が最初にスタジア
ムに入ってくる。古代オリンピックの生みの親だからだ。その
あとアルファベット順に各国選手団が次々現れる。ならば、同
じように 200 カ国ものリーダーが集まる国際連合総会の一般討
論演説の順番はどうなのか？　実は真っ先に登場するのは常に
ブラジル大統領なのである。２番目はアメリカ大統領と当初か
ら決まっている。国連本部はニューヨークにあるから「ホスト国」
という扱いだ。３番目以降は年によって変わる。
　この順番争いは結構熾烈らしい。各国が事前に事務局に希望
を出してくるので、３～４カ月かけて順番を決めるそうだ。今
年の一般討論演説は９月 28 日から 10 月３日まで行われ、安
倍首相も 29 日に演説した。でも、いの１番がなぜブラジルな
のか。どうやら安全保障理事会の常任理事国入りをあきらめて
もらった代償という説が濃厚だ。国連は第二次世界大戦の戦勝
国が主導して 70 年前に創設された。「戦勝国」の英米ソ中４カ
国の「常任理事国」はすぐに決まり、フランスはソ連（現ロシア）
が反対したものの英国が推し、現在の５カ国になった。
　ところが米州の同盟国がいないためアメリカが６番目の候補
としてブラジルの常任理事国入りを主張した。結局ソ連の反対、
英国の冷淡な対応で、ブラジルの加入が見送りになったという。

90 年代後半から「戦勝国」と「敗戦国」の色分けをなくそうと
安保理改革が熱を帯びてきた。先進国２カ国と途上国３カ国に
よる “ 常勤理事国 ” に改革する案や常任理事国を６カ国に増や
す案も飛び出した。悪評を買っていた常任理事国の拒否権もす
べての改革案で廃止・凍結となっていた。
　05 年には、「Ｇ４」という常任理事国入りをめざす日本、ド
イツ、インド、ブラジルの４カ国連合が安保理改革決議案を提
出したが、イタリアなどの「コンセンサス・グループ」の反対
によって決議案は採択されず、改革論議は先送りになった。
　ところで、一般討論演説は１国 15 分を限度にしているが、「そ
ろそろ終わり」の警告ランプを見ても無視する人が少なくない。
語り草になっているのが何と４時間半しゃべりまくったキュー
バのフィデル・カストロ前国家評議会議長だ。キューバ革命に
成功した直後の国連総会だった。
　ブラジルは「演説の順番」以外にも国連との関わりが深い。
国連ビルの設計者はブラジル人の故オスカー・ニーマイヤーが
率いた国際委員会だったし、92 年の国連環境開発会議（地球サ
ミット）ではメーンの会議場がリオになった。もっと言えばブ
ラジルは世界で 10 番目の国連分担金を出しているし、大きな
顔をしても許されるのではないか。（Ｗ）
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『ブラジル万華鏡』（日下野良武著）
　ブラジル在住 33年の元サンパウロ新聞
社専務による９冊目のブラジル雑感集。女
性の活躍、2014年のW杯、来年のオリン
ピック、日系社会、などについて綴られた
エッセイ群を一冊にまとめたもの。ハイパー
インフレ時代からレアル・プランによる経
済安定・成長へ、そして最近の経済鈍化まで、
そんなブラジル経済の変容を、生活者の視
点から軽妙に語っている。「多種多様な色彩
を華麗に放つ」ブラジル社会の魅力と問題
点がみえてくる。
（熊本日日新聞社　2015 年 7月　254 頁　1,400 円
＋税）

『生きるためのサッカー』
（ネルソン松原著）
　Jリーガーはじめ多くの選手を育成して
きた、日系二世ブラジル人のサッカー指導
者の自伝だ。両親は北海道出身で、サッカー

留学生として来日したのが1973年。札幌、
倉敷、神戸の大学、高校、社会人リーグ、J
リーグなどでコーチや監督としてサッカー
を教えてきた。また、マリナ夫人が理事長
を務めるCBK( 関西ブラジル人コミュニ
ティ )を通じ在日ブラジル人子弟をサポー
トするNPO活動も。日伯交流史の生き証
人の証言としても貴重だ。
（サウダージ・ブックス　2014 年 6 月　240 頁　
1,800円＋税）

『わたしの土地から大地へ』
（セバスチャン・サルガド＋イザベル・
フランク著）
　ドキュメンタリー映画『セバスチャン・
サルガド　地球へのラブレター』が映像に
よって報道写真家サルガドの半生を描いた
のに対し、本書はサルガドの語りをイザベ
ル・フランクが文章化した実質的な自伝で
ある。ラテンアメリカからアフリカへ、格
差、貧困、民族間殺戮と凄まじい人間の現
実をモノクロ写真に記録してきたサルガド
が、動物・植物・鉱物を対象とする環境プ
ロジェクト「GENESIS」に到達する。そ
の思索的中間報告ともいえる。
（河出書房新社　2015 年 7月　236 頁　2,400 円＋
税）

『ブラジル日系人経営者・50人の素顔』

（サンパウロ新聞＆カンノエイジェン
シー共同制作）
　サンパウロ新聞に 2014 年 2 月から
2015年 2月にかけて50回連載された「ブ
ラジルの未来を切り開く日系人経営者」を
一冊にまとめたもの。ブラジルで活躍する
40名と日本で事業活動を行っている10名、
合わせて 50名の経営者の半生が緻密な取
材を通じて明らかになっている。日本でも
知られる有名経営者から日系社会では無名
だがブラジル人社会では有名な経営者まで、
多彩な日系人の活動記録は、ブラジル現代
史そのものである。
（サンパウロ新聞社　2015年 10月　400頁　5,000
円＋税）

『カピバラ２』（渡辺克仁著）
　野生のカピバラは、南米のアンデス山脈
の東側、パナマ、コロンビアからブラジル、
アルゼンチンまで分布しているが、日本の
動物園で人気者になったのは最近のこと。
日本在住カピバラもブラジルの野生カピバ
ラもカバーした写真集が本書だが、ミニ事
典的解説も楽しいし、巻末にはカピバラが
いる動物園のリスト＆ミニ情報も完備して
いる。カピバラたちを眺めていると、癒し
の一瞬がやってくることに。
（東京書籍　2015年 8月　112頁　1,400円＋税）

！！「びっくり豆知識」！！
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